





































































































　⑥【定理（Pythagorean theoremの逆）】　３辺の長さが   ，   ，   である三角形において， 












　①三角比つまり　　 ，　　 ，　　 の定義の復習：　　　　　　である直角三角形ABC
































　⑤三平方の定理を適用すれば直ちに，３つの角が 　 rad， 　 rad，  　 radである直角三角














　前節の⑤で特殊な直角三角形の３辺の長さの比　　　  や　　　 が三平方の定理から直ち
に導出される事を述べた．しかし，　 や　  を小数で表すとおよそどれくらいの値になるか
を知らない者達が一定数いる７）．近頃は，　　　　　　　を「ヒトヨヒトヨニヒトミゴロ」
と語呂合わせで覚えないのであろうか．


















（Ⅳ）　　　 を満たす最小の自然数　を　として，上の漸化式で　  を計算する．このとき，
































































　③１番目の正の奇数である１から　番目の正の奇数　　  までの和は，  計算で次のように
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簡単に求まる：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　この事実は，図形で解釈する事もできる．例えば，
は，以下の通りで，説明するまでもないであろう：
　④上の③から　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　が成立する
ので，　　　　　　　　　である．
　ここでもし，　番目の正の奇数　　　が平方数であれば，　　　　（　は自然数）と表せ
るので，　　　　　　　となり，Pythagorean triple 　　　　　　が得られた事になる．
　奇数の平方は当然奇数である８）ので，平方数である奇数は無限に存在する．従って，こ
こで説明した方法でPythagorean tripleが無数に得られる事になる．
　以上をまとめると，　を　以上の奇数とするとき，　　　　　　　　なる３組の自然数は
Pythagorean tripleである．参考の為，いくつか小さい順に例を挙げておく：
　⑤全てのPythagorean tripleが④の方法で得られるとは限らない事に注意する必要がある．
即ち，　　　　　　　　はPythagorean tripleであるための十分条件を与えているのに過ぎ
ないのである．
　例えば，　　　　　，　　　　　，　　　　 　などのPythagorean tripleは④の方法では
得られない．因みに，これらのような④の方法で求める事ができないPythagorean tripleも
無数に存在する事を注意しておく．
　任意のPythagorean tripleを求める事は，発展課題にすると良いであろう．
６．まとめ
　本稿では，三平方の定理を主題に数学の様々な分野（代数は勿論の事，幾何，解析，数学史）
に派生させる講義・授業案の一例を論じた．カリキュラムの要請上，困難かもしれないが，
知識を断片的に教えるのではなく，有機的な関連をもって教え，理解させる事が肝要である．
本稿で示した一例は，高等学校の「総合的な探求の時間」などで扱う題材の参考となると思う．
８）この事実を数例の実例を挙げるだけで証明だと考えていたりする者や全く証明できない者も相当数存
在している．
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　また，知識は理解を伴って修得しないと丸暗記では使い物にならない．あくまでも私見で
あるが，巷で結果として丸暗記を強要する講義・授業が多い気がする．
　私の講義で，板書に　　と書いたまま講義を終えると，学生からよく「　　と有理化しな
くても構わないのですか？」と質問を受ける．そのとき必ず私は「有理化してもしなくても
どちらでも良い．では，なぜ有理化しないといけないの？」と問い返す事にしている．すると，
「高校で有理化するように習いました．だけど，なぜかは分かりません」と返ってくる．
　有理化をする事，またその仕方を（強要されたかどうかは不明だが）丸暗記してきたので
あろう．一番大切な有理化をする意味を理解していないのである．勿論，質問した学生には
その意味を教える．そのときの学生の反応は，ほぼ100％「へー，そんな意味があったのですか．
初めて知りました」というものである．
　丸暗記主体的な退屈な，また抱腹絶倒的な面白い講義・授業ではなく，理解を伴った知的
好奇心を刺激する面白く，有機的関連や派生を伴った（いとをかし）興味深い講義・授業を
心掛けたい（自省を込めて）．
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